
激
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学
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お
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|
|
第
三
期
の
視
点
構
造
を
中
心
と
し
て

日
本
の
近
代
文
学
研
究

K
沿
い
て
、
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
中
軸
と

す
る
作
品
論
の
本
格
的
念
展
開
は
、
今
後

K
倹
ワ
べ
き
も
の
が
多
い
、
と
考
え

ら
れ
る
。
と
の
観
点

K
立
っ
て
、
先
K
、
私
は
、
散
石
文
学
を
中
心
と
し
て
、

(註

1
)

文
体
の
面
か
ら
追
究
を
試
み
た
。

と
と
で
は
、
あ
ら
た
に
、
小
説
に
な
け
る
「
視
点
」
(
旬
。
ご
二

O

同

〈
ご
当
)
の
問
題

K
鍬
を
入
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

視
点
論
は
、

p
・
ラ
ボ
ブ
ク
の
『
小
説
の
技
術
』
(
、
同
，
y
o

の
『
即
時

H

O
片

岡
二
口
昨
日
0

ロ
-
H
C
N
H
)
以
来
、
英
米

k
h
u
け
る
小
説
理
論
の
中
で
重
視

さ
れ
て
き
て
な
り
、
と
〈

K
、
新
批
評

(

2

0

喝
の
ユ
ニ
ロ
即
日
ヨ
)
の
立

場
K
立
っ
て
小
説
の
テ
ク
エ

y

タ
を
論
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
必
須
の
鍵

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宏
か
で
も
、

M
・
シ
ョ

l
ラ
ー
は
、
『
発
見
と

宮
2
〉

し
て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
』
(
斗
m
n
y
ロ町内
H
C
m

白
加
。
仲

m
n
A
W
4
m

川コ
J
H
C
K
H
∞
)

に
な
い
て
、
視
点
字

l
マ
決
定
の
要
だ
と
言
い
切
っ
て
切
を
と
の
見
解
に

基
づ
い
て
、
以
後
、
視
点
を
テ

l
マ
限
定
の
方
法
と
し
て
考
え
る
立
場
す
ら
一

般
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
新
批
評

K
従
っ
て
用
語
を
規
定
す
る
と
、

「
視
点
」
と
は
、
「
小
説

相

邦

原

芳日

家
が
自
分
の
物
語
を
語
る
際
の
見
地
」
を
い
う
。
視
点
の
構
造
を
検
討
す
る
手

が
か

b

k
つ
い
て
は
、
『
小
説

k
h
u
け
る
視
点
』
(
旬
。
山
口
件
。
同
〈

-
2司

即
ロ
司
山
口
件
目
。
ロ
-

H
ゆ

切

切

)

k

b

い
て
、

N

・
フ
レ

y
ド
マ
ン
が
詳
述

を
J
U

‘

し
て
い
る
そ
こ
で
は
、
常
識
的

K
使
用
さ
れ
て
い
る
①
「
語
h
y
手

の

人

称

」

.

の
ほ
か
に
、
②
「
物
語
を
凝
視
す
る
角
度
」
、
⑤
「
情
報
の
伝
え
ら
れ
る
経
路
」
、
ロ

④
「
読
者
の
置
か
れ
る
位
置
」
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
視
点
の
分
類
に
つ
い
て
一

も、

p
:フ
ポ

y
ク
の

aMM
ご
H
2
=
て
と
・

2
H
m
ロ

t
と
の
類
別
を
は
じ

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
あ
る
の
だ
が
、
も
っ
と
も
オ

l
ソ
ド
y

ク
ス

念
も
の
は
、
右
の
論
文

K
が
け
る
、
つ
ぎ
の
八
つ
の
分
類
で
あ
ろ
う
。

〔開門ご

H
O
門
戸
即
日

C
Sロ
-
m
n
-
m
ロ
n
m

zoロ
同
門
白
-

出口白

R

H

S
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国
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ロ
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ョ
ロ
仲
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開
i

出
回
叫
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山
神
ロ
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目
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M ・
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f百

5 _.、.. 
印
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M ・
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ロ
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z
z
-
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伺

c
gロ即日
w
n
-
2
H
n
o

一、同，
y
m
U
2
5
M
白神戸内
u
z
o
門戸市一、
H，y
o
の
白
呂
町
『
白
〕

以
上
、
管
見

K
入
っ
た
限
百

K
-
P
い
て
、
新
批
評

K
L
U
け
る
視
点
論
の
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
て
き
た
。
私
は
、
作
品
以
外
の
要
素
の
一
切
を
捨
象
し
て

M
・
シ
ョ

l
ラ
ー
の
よ
う
宏
形
式
絶
対
・
視
点
万
能
と
い
う
考
え
方

K
到
達
す

る
新
批
評
の
審
美
主
義
的
傾
向

K
は
疑
問
を
さ
し
は
さ
ま
ざ
る
を
得
左
い
し
、

ω
冊目

m
n
同
時
〈
町



新
批
評
の
視
点
論
を
そ
の
ま
L
日
本
の
小
説
分
析

K
適
用
し
う
る
と
は
考
え
な

い
。
け
れ
ど
も
、
視
点
が
小
説
の
本
質
に
関
わ
る
機
能
を
持
つ
事
実
は
動
か
念

い
も
の
で
あ
り
、
視
点
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
に
迫
る
方
法
は
、
日
本
の
近
代

小
説
の
解
明
に
な
い
て
も
、
す
ぐ
れ
た
有
効
性
を
発
揮
す
る
、
と
考
え
る
。

ム
M

ム
河

本
稿
k
h
u
い
て
は
、
と
れ
ま
で
の
視
点
請
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
も
、
な
台
、

私
な
り
の
立
場

K
立
ち
、
散
石
文
学
を
対
象
と
し
て
、
模
索
の
一
端
を
報
告
す

る
。
と
と
で
敵
石
文
学
を
と

b
あ
げ
る
の
は
、
日
本
文
学
の
領
域
に
な
け
る
視

点
設
定
に
つ
い
て
の
試
論
と
い
う
目
的

K
、
と
の
対
象
が
最
も
適
合
し
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
と
の
目
的
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
個
h

の

作
品
に
関
し
て
立
ち
入
っ
た
考
察
を
加
え
る
よ
h
J
も
、
む
し
ろ
、
激
石
文
学
全

体
を
展
望
し
、
視
点
の
形
態
・
椴
能
の
類
型
を
追
求
す
る
と
と

K
努
め
て
み
る
。

私
見

K
よ
れ
ば
、
散
石
文
学
の
行
程
は
、
四
期
に
大
別
す
る
と
と
が
で
き
る
。

き
わ
め
て
興
味
深
い
と
と
に
は
、
視
点
構
造
の
推
移
が
ζ

れ
に
関
係
し
て
〈
る
。

つ
ま
り
、

N
-
フ

ν
ッ
ド
マ

y
の
先
の
分
類
を
参
考
に
し
て
見
出
さ
れ
る
数
種

の
視
点
の
類
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
時
期
に
対
応
し
、
か
っ
、
そ
の
聞
に
は

時
間
的
念
発
展
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
の
聞
の
関
係
を
一
括
し
て

表
示
す
る
と

i
l
l

〔
第
一
期
〕

'* 

A 
類

③②①  
中直主 J明
立叉接文 人 治
的は的は公四三
全全 即ー λ
能官g 11 ・
祝視私四一
点点 11 -....， 

の坑吾
視 夫 輩
点 』 は

猫
.‘ーーーーーーー『、，--ーー一ーーーー戸./

で
あ
る

基
本

形

態

B
類

l

〔
第
二
期
〕

'--

(
省
略
)

明
治
四
一
・
九
『
三
四
郎
』

J

四

三

・

六

『

門

』

@
主
人
公
全
能
視
点
」

一
複
合

(

+

)

マ

一
形
態
例

⑤
中
立
的
全
能
視
点
」

〔
第
三
期
〕
明
治
四
五
・
一
『
彼
岸
過
迄
』

ー
大
正
三
・
入
『
と

L
ろ』

⑤
目
撃
者
視
点

J

一
複
合

(

+

)

~

 

'

一

形

態

拘

(
の
書
簡
・
告
白
形
式
)
」

〔
第
四
期
〕
大
正
四
・
六
『
道
草
』

J

五
・
一
二
『
明
暗
』

@
同
時
的
自
律
視
点

J

一
統
合

(

+

)

~

;

 

一
形
態

⑤
中
立
的
全
能
視
点
」

と
と
で
は
、
全
体
的
念
展
望
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
第
三
期
を
中
心
と
し
て

考
察
を
す
す
め
よ
う
。
す
左
わ
ち
、
具
体
的
な
解
明
は
第
三
期
ま
で

K
限
る
こ

と
と
し
、
か
っ
、
第
二
期
以
前

K
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
の
中
か
ら
、

代
表
作
の
み
を
選
ん
で
検
討
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
友
会
、
引
例
は
、
主
と
し

て
、
各
作
品
の
ク
ラ
イ
マ

y

ク
ス
に
当
る
部
分
の
人
物
描
写

K
拠
を
求
め
る
と

と
に
す
る
。
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八
テ
キ
ス
ト
は
、
岩
波
の
新
輯
決
定
版
『
散
石
全
集
』

K
ょ
っ
た

V



〔
第
一
期
〕
と
の
期
は
、
い
わ
ば
視
点
の
基
本
型
が
提
出
さ
れ
た
時
期
で
あ

・夕、

A
類
と
B
類
と
の
二
類
を
含
ん
で
い
る
。

A
類
は
、
『
わ
が
輩
は
猫
で
あ

る
』
を
除
い
た
初
期
作
品
の
一
群

K
、
『
虞
美
人
草
』
、
『
坑
夫
』
を
あ
わ
ぜ

た
も
の
で
あ
る
o
A
類
の
作
品
は
、
さ
ら
に
、
大
き
〈
は
ニ
系
列
、
細
か
く
は

三
系
列
に
分
け
る
と
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
八
①
主
人
公
即

H

私
H

の
視
点

V
と
よ
び
う
る
も
の
で
、
『
坊
っ
ち

ゃ
ん
』
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
引
用
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
人
公
が

第
一
人
称

l
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
場
合
、
「
な
れ
」
|
で
登
場
し
て
、
自
分

の
体
験
を
語
る
系
列
で
あ
る
。

刷

出

立

の

日

K
は
朝
か
ら
来
て
、
色
々
世
話
を
や
い
た
。
来
る
途
中
小
間

物
産
で
買
っ
て
来
た
歯
磨
と
楊
子
と
手
拭
を
ズ

y

ク
の
草
鞄

K
入
れ
て
呉

れ
た
。
そ
ん
た
物
は
入
ら
な
い
と
去
っ
て
も
中
止
承
知
し
な
い
。
車
を
並

べ
て
停
車
場
へ
着
い
て
、
プ
ラ
y

ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
へ
出
た
時
、
車
へ
乗

り
込
ん
だ
な
れ
の
顔
を
限
と
見
て
「
も
う
な
別
れ

K
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
随
分
御
機
嫌
ゃ
う
」
と
小
さ
な
芦
で
一
去
っ
た
。
自
に
涙
が
一
杯
た
ま

っ
て
居
る
。
沿
れ
は
泣
か
左
か
っ
た
。
然
し
も
う
少
し
で
泣
く
所
で
あ
っ

た
。
汽
車
が
余
つ
程
動
き
出
し
て
か
ら
、
も
う
大
丈
夫
だ
ら
う
と
思
っ
て
、

窓
か
ら
首
を
出
し
て
、
振
h
J
向
い
た
ら
、
矢
つ
張
h
y
立
っ
て
居
た
。
何
だ

か
大
変
小
さ
〈
見
え
た
。
(
『
散
石
全
集
』
第
三
巻
・
二
一
四
ペ
ー
ジ
)

幼
ち
ゃ
ん
と
清
と
の
別
離
の
場
面
だ
が
、
状
況
は
、
す
べ
て
、
「
b
れ
」
す

な
わ
ち
坊
ち
ゃ
ん
の
自
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
機
能
を
検
討
す
る
と
、

ζ

の
八
①
主
人
公
即

H

私
H

の
視
点

V
で
は
、

主
人
公
自
身
が
物
語
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
か
ら
、
人
物
把
握
の
場
合
、
本
来

的
K
、
主
人
公
の
内
面
は
自
在

K
吐
露
で
き
る
が
そ
の
外
形
描
写
が
不
十
分
と

な
b
、
そ
の
他
の
人
物
の
場
合

K
は
事
情
は
逆
に
宏
る
。
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

K
即

し
て
い
え
ば
、
右
の
引
用

K
も
一
端
が
う
か
が
え
る
よ
う

K
、
坊
ち
?
ん
Ut心

情
や
思
考
は
縦
横

K
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
外
形
は
不
明
確
で
あ
り
、
そ

の
他
の
人
物
で
は
、
外
形
は
と
ら
え
ら
れ
で
も
そ
の
内
面
に
は
立
ち
入
ら
れ
て

い
左

h
.
金
円
的
念
写
実
性
に
乏
し
い
の
で
あ
る
.
ま
た
、
作
品
世
界
は
、
「

な
れ
」

K
よ
っ
て
限
定
さ
れ
支
持
さ
れ
る
と
と

K
よ
っ
て
、
真
実
味
を
増
し
、

読
者
を
引
き
込
む
一
方
、
作
品
内
の
諸
事
象
は
も
っ
ば
ら
「
な
れ
」
の
主
観
の

中
に
閉
じ
と
め
ら
れ
る
と
と
に
左
っ
て
い
る
。
坊
ち
ゃ
ん
の
独
埼
場
を
思
わ
せ

る
タ
ン
カ
の
駆
使
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
作
柄
に
は
マ

y

チ
し
て
い
る
と
い

え
る
が
、
近
代
小
説
の
要
件
が
人
間
相
互
の
ド
ラ
マ
を
格
〈
点
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
満
た
し
待
て
い
左
い
と
と
に
な
る
。

系
列
の
二
つ
め
は
、
作
家
が
、
作
家
自
身
の
資
格
で
、
直
接
に
作
品
世
界

K

参
与
し
て
、
と
れ
を
神
の
よ
う
に
支
配
す
る
視
点
で
あ

b
、
八
②
直
接
的
全
能

視
点

V
と
よ
ぷ
ζ

と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
念
官
頭
文
で
始
ま
る
『
幻
影
の

盾
』
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。

ω
逮
き
世
の
物
語
で
あ
る
。
バ
ロ
ン
と
名
乗
る
も
の
L

城
を
檎
へ
、
ぷ
を
環

ら
し
て
、
人
を
屠
h
J
天
に
踊
れ
る
昔

K
帰
れ
。
今
代
の
話
し
で
は
念
い
。

何
時
の
頃
と
も
知
ら
ぬ
。
只

7
1
サ

1
大
王
の
御
代
と
の
み
言
ひ
伝
へ

た
る
世
に
プ

ν
ト
y
の
一
士
人
が
ブ
レ
ト
ン
の
一
女
子
に
懸
想
し
た
事
が

あ

る

。

(

第

三

巻

・

四

一

ペ

ー

ジ

一

以

下

、

傍

懇

意

者

)

と
と
で
、
は
じ
め
の
一
段
の
要
請
は
、
作
家
が
直
接
読
者

K
よ
び
か
け
る
形

で
左
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
視
点
で
も
、
作
家
が
し
ば
し
ば
「
わ
た
し
」
・
「
わ

れ
わ
れ
」
と
い
う
呼
称
で
作
品

K
参
加
す
る
と
と
が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
一
見

八
①
主
人
公
即

H

私
H

の
視
点

V
K似
て
い
る
が
、
①
は
主
人
公
の
「
私
」
自

身
に
関
す
る
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
と
れ
は
作
家
以
外
の
登
場
人
物
た
ち

の
世
界
を
物
語
る
と
い
う
点
で
、
明
確
に
構
造
が
異
念
っ
て
い
る
。
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作
家
が
、
と
の
主
う
な
作
家
自
身
の
資
格
を
明
示
し
た
上
で
の
作
品
世
界
へ

の
直
接
的
な
参
与
を
排
除
し
、
三
人
称
(
「
彼
」
・
「
彼
女
」
)
を
使
用
し
て

非
人
称
的

K
叙
述
し
な
が
ら
も
、
友
好
、
実
質
と
し
て
は
、
作
家
自
身
の
声
で

説
明
す
る
傾
向
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
、
三
つ
め
の
八
⑤
中
立
的
全
能
視
点

V

で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
『
産
露
行
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

mw

ェ
ν
l
ン
の
屍
は
凡
て
の
毘
の
う
ち
に
て
最
も
美
し
い
。
涼
し
き
顔
を
、

雲
と
乱
る
L
黄
金
の
撃
に
埋
め
て
、
笑
へ
る
如
〈
棋
は
る
。
肉

K
付
着
す

る
あ
ら
ゆ
る
肉
の
不
浄
を
拭
ひ
去
っ
て
、
霊
其
物
の
面
影
を
口
鼻
の
聞
に

示
せ
る
は
朗
か
に
も
又
極
め
て
清
い
。
苦
し
み
も
、
憂
ひ
も
、
恨
み
も
、

憤
り
も
|
世
に
忌
は
し
き
も
の
L
疾
念
け
れ
ば
土
に
帰
る
人
と
は
見
え

ず。

(
第
三
巻
・
一
四
七
ペ
ー
ジ
)

ζ

と
で
は
、
「
美
し
い
」
・
「
極
め
て
清
い
」
と
い
う
形
容
詞
の
言
い
切
り

K
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う

K
、
エ
レ

l

y
の
美
を
説
明
し
、
保
証
す
る
の

は
、
'
作
中
人
物
の
目
で
あ
る
よ
り
も
、
外
側
か
ら
持
ち
と
ま
れ
た
作
家
自
ら
の

肉
声
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

念
hz
、
本
稿
で
は
、
作
家
が
、
作
品
世
界
に
対
し
て
あ
く
ま
で
も
優
位
を
保

ち
、
い
わ
ば
外
側
か
ら
と
れ
を
支
配
す
る
傾
向
の
あ
る
場
合
に
、
「
全
能
」
と

呼
ぶ
と
規
定
し
て
な
き
た
い
。

ζ

の
全
能
祝
点
の
椴
能
を
検
討
す
る
と
、
八
⑤
中
立
的
全
能
視
点

V
を
と
h
y

あ
げ
て
み
て
も
、
引
例
仰
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
友
-P
の
程
度
に
描
き
出
さ

れ
た
外
形
に
対
し
て
内
面
把
握
は
き
わ
め
て
乏
し
〈
、
か
っ
、
全
体
と
し
て
、

と
も
す
る
と
格
写
よ

b
も
説
明
に
流
れ
易
い
傾
き
が
あ
る
。
「
エ

ν
l
y
c
毘

は
凡
て
の
毘
の
う
ち
に
て
最
も
美
し
い
」
と
い
う
確
固
と
し
た
調
子
の
叙
述
於

幾
何
学
の
定
義
に
似
た
普
遍
性
を
獲
得
し
て
い
る
反
面
、
作
者
の
観
念
が
実
在

的
念
像
と
し
て
相
対
化
さ
れ
肉
化
さ
れ
ず
、
作
家
の
絶
対
優
位
と
普
遍
性
と
を
、

い
わ
ば
作
中
世
界
を
超
越
し
た
と
と
る
K
感
じ
さ
ぜ
ら
れ
て
し
ま
う
と
と

K
左

っ
て
い
る
。
や
は

b
全
円
的
念
写
実
性
に
乏
し
く
、
ま
た
、
相
対
的
左
ド
ラ
マ

性

K
も
'
欠
け
て
い
る
と
い
う
ζ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
①
か
ら
⑤

K
わ
た
る
祝
点
は
、
特

K
、
作
家
の
側
の
主
観
性
の
優
位

と
い
う
点

K
か
い
て
、
本
質
的
念
共
通
性
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
と
の
A
類

の
作
品
は
、
①
の
祝
点

K
立
っ
か
、
①
ま
た
は
③
の
視
点

K
立
つ
か
の
い
ず
れ

か
で
あ

b
、
そ
の
形
態
も
、
単
純
明
確
で
一
元
化
さ
れ
て
い
る
。

友
会
、
と
の
時
期

K
は、

B
類

K
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
『
吾
輩
は
猫
で

あ
る
』
の
一
作
が
あ
る
。
と
の
作
品
は
、
視
点
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
多
様
左

可
能
性
を
蔵
し
て
い
る
と
い
え
る
一
面
が
あ
る
の
だ
が
、
小
説
意
識
が
稀
薄
で

あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
、
正
面
か
ら
と
・
9
扱
う
と
と
を
省
略
す
る
と
と
に
し
た

い。
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〔
第
二
期
)
と
の
期
の
視
点
は
、
前
期
三
部
作
と
も
い
わ
れ
る
『
三
四
郎
』
・

『
そ
れ
か
ら
』
・
『
門
』
を
含
む
。
基
本
的
に
は
、
全
能
性
が
主
人
公
の
み
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
そ
れ
か
ら
』
を
例
K
と
ろ
う
。

例
代
助
は
又
父
か
ら
呼
ば
れ
た
。
代
助

K
は
其
用
事
が
大
抵
分
っ
て
ゐ
た
。

代
助
は
不
断
か
ら
成
る
ベ
〈
父
を
避
け
て
会
は
な
い
稼
に
し
て
ゐ
た
。
此

頃
に
宏
つ
て
は
満
更
奥
へ
寄
り
付
か
な
か
っ
た
。
逢
ふ
と
、
丁
寧
な
言
葉

を
使
っ
て
応
対
し
て
ゐ
る

K
も
拘
は
ら
ず
、
腹
の
中
で
は
、
父
を
侮
辱
し

て
ゐ
る
様
な
気
が
し
て
な
ら
‘
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

代
助
は
人
類
の
一
人
と
し
て
、
互
を
腹
の
中
で
侮
辱
す
る
事
な
し

K
は、

互
に
接
触
を
敢
て
し
符
ぬ
、
現
代
の
社
会
を
、
二
十
世
紀
の
堕
落
と
呼
ん

で
ゐ
え
。
さ
う
し
て
、
と
れ
を
、
近
来
急

K
膨
脹
し
た
生
活
欲
の
高
圧
力

が
道
義
欲
の
崩
壊
を
促
が
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
ゐ
た
。
又
と
れ
を
此
等



新
旧
両
欲
の
衝
突
と
見
倣
し
-
て
ゐ
た
b

最
後

K
、
此
生
活
欲
の
目
醒
し
Jh

発
展
を
、
欧
洲
か
ら
押
し
寄
ぜ
た
海
噺
と
心
得
て
ゐ
た
。

(

(

中

略

〉

今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
其
為

K
来
た
の
だ
か
ら
、
否
で
も
応
で
も
父
に
逢
は

念
け
れ
ば
念
ら
を
い
o

f

-

(

第
八
巻
・
一

O
七
ペ
ー
ジ
)

と
の
小
説

K
な
い
て
は
、
全
体
と
し
て
、
作
品
世
界
の
諸
事
象
が
代
助
の
目

を
通
し
て
見
ら
れ
る
構
造
に
念
っ
て
念
夕
、
引
用
の
第
一
段
な
よ
び
第
三
段

K

も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
傍
棋
を
施
し
た
第
二
段
は
、
形
と
し

て
は
代
助
の
考
え
と
し
て
提
出
さ
れ
て
な

b
、
そ
れ
に
遣
い
念
い
け
れ
ど
も
、

っ
き
は
念
し
て
吟
味
す
れ
ば
、
訪
問
時
の
合
聞
の
代
助

K
よ
る
自
己
の
心
情
の

位
置
づ
け
と
し
て
は
、
あ
ま

b
k
卓
越
し
す
ぎ
た
見
解
で
あ
ろ
う
。
代
助
の
目

は
依
然
と
し
て
借
・
9
な
が
ら
、
突
は
作
者
の
限
を
と
れ
に
重
ね
合
わ
ぜ
て
視
力

を
増
強
し
て
い
る
、
と
受
け
と
る
と
と
が
で
き
る
o
N
・
フ

ν
y
ド
マ
ン
の
分

類

K
は
あ
げ
ら
れ
て
い
宏
い
形
態
だ
が
、
日
本
の
近
代
小
説
に
は
か
を

-P
見
受

け
ら
れ
る
特
色
あ
る
視
点
念
の
で
、
本
一
相
で
は
、
八
④
主
人
公
全
能
視
点

V
と

名
づ
け
て
、
一
類
と
し
て
、
と
h
y
あ
げ
て
会
〈
。
と
ζ

で
、
「
全
能
」
と
よ
ぶ

の
は
、
主
人
公
の
背
後
に
作
者
の
日
が
明
瞭

K
感
取
で
き
る
点
で
、
八
①
主
人

公
即

H

私
H

の
視
点

V
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
期
の
作
品
に
な
い
て
は
、
さ
ら
に
、
主
人
公
の
目
を
越
え
た
作
者
の
限

八
⑤
中
立
的
全
能
視
点

V
が
、
側
面
か
ら
挿
入
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。

朗
代
助
は
黙
っ
て
三
千
代
の
様
子
を
窺
っ
た
。
三
千
代
は
始
め
か
ら
、
眼

を
伏
せ
て
ゐ
た
。
代
助

K
は
其
長
い
僻
毛
の
頗
へ
る
様
が
能
〈
見
え
た
。

「
僕
の
存
在
に
は
貴
方
が
必
要
だ
。
何
う
し
て
も
必
要
だ
。
僕
は
夫
丈

の
事
を
貴
方
K
話
し
た
い
為
に
わ
ざ
わ
ざ
貴
方
を
呼
ん
だ
の
で
す
」

代
助
の
言
葉

K
は
、
普
通
の
愛
人
の
用
ひ
る
様
な
甘
い
文
彩
を
含
ん
で

ゐ
な
か
っ
た
。
彼
の
調
子
は
其
言
葉
と
共
に
簡
単
で
素
朴
で
あ
っ
た
。
寧

ろ
厳
粛
の
域

K
遁
っ
て
ゐ
た
。
但
、
失
丈
の
事
を
語
る
為

K
、
急
用
と
し

て
、
わ
ざ
争
、
三
千
代
を
呼
ん
だ
所
が
、
玩
具
の
詩
歌

K
類
し
て
ゐ
た
。

け
れ
ど
も
、
三
千
代
は
臣
よ
り
、
斯
う
一
玄
ふ
意
味
で
の
俗
を
離
れ
た
急
用

を
理
解
し
得
る
女
で
あ
っ
た
。
其
上
世
間
の
小
説

K
出
て
来
る
青
春
時
代

の
修
辞

K
は
、
多
く
の
興
味
を
持
っ
て
ゐ
念
か
っ
た
。
代
助
の
言
葉
が
、

三
千
代
の
官
能

K
華
や
か
念
何
物
を
も
与
へ
念
か
っ
た
の
は
、
事
実
で
あ

っ
た
。
三
千
代
が
そ
れ
に
渇
い
て
ゐ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
代

助
の
言
葉
は
官
能
を
通

b
越
し
て
、
す
ぐ
三
千
代
の
心
に
達
し
た
。
三
千

代
は
願
へ
る
鹿
毛
の
聞
か
ら
、
涙
を
頬
の
上

K
流
し
た
。

(
第
八
巻
・
二

O
七
ペ
ー
ジ
)

ζ

の
引
用
の
後
段
で
は
、
前
段
と
違
っ
て
、
代
助
の
目
を
離
れ
た
中
立
的
左

視
点

K
よ
っ
て
、
代
助
と
三
千
代
の
両
方
の
立
場
が
、
対
等

K
叙
述
さ
れ
て
い

る。
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以
上
の
よ
う

K
、
第
二
期
の
祝
点
は
、
八
④
主
人
公
会
能
視
点
V
K
八
⑤
中

立
的
全
能
視
点

V
を
複
合
さ
せ
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
〔
③

1
①
型
〕
複
合
視
点
と
よ
ぶ
と
と
も
で
き
よ
う
む

と
の
視
点
の
機
能
を
検
討
す
る
と
、
基
本
的
に
は
、
主
人
公
の
白

K
よ
っ
て

い
る
の
で
、
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
場
合
同
様
、
主
人
公
の
内
面
が
充
分
把
握
で
き

る
の
み
で
な
く
、
読
者
は
、
つ
ね

K
主
人
公
の
目
を
借
h
y
て
い
る
の
だ
か
ら
、

主
人
公
の
心
象
を
直
接
に
感
得
で
き
、
同
化
し
や
す
い
。
し
か
も
、
と
の
祝
点

に
は
作
者
の
限
が
重
ね
ら
れ
て
透
視
力
が
矯
強
さ
れ
て
い
る
。
と
の
結
合
が
自

然
で
有
機
的
念
場
合

K
は
、
『
そ
れ
か
ら
』

k
b
け
る
、
代
助
の
卓
越
し
た
観

察
眼

K
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
品
世
界
の
造
形
性
が
重
厚

K
な
っ
て
、
主
人
公

の
内
面
劇
に
読
者
を
一
段
と
強
〈
吸
引
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

K
左
っ
て
い
る
わ
け



で
あ
る
。

一
方
、
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

K
表
わ
れ
て
い
た
主
観
的
世
界
の
閉
鎖
性
は
、
八
⑤

中
立
的
全
能
視
点

V
を
粗
み
合
わ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
う
ち
破
ら
れ
、
主
人
公

の
内
面
劇
を
客
観
化
す
る
と
と
が
で
き
る
。
事
実
と
し
て
、
『
そ
れ
か
ら
』
で

は
、
相
手
役
の
三
千
代
の
外
形
は
も
と
よ
り
の
と
と
、
主
人
公
代
助
の
像
も
、

相
当
客
観
的

K
定
着
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
視
点
の
根
底
を
主
人
公
の
自
に
置
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
主
人

公
自
体
の
客
観
化

K
は
、
訟
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
と
の
限
界
を
越
え
よ
う

と
し
て
、
作
者
は
し
ば
し
ば
八
⑤
中
立
的
全
能
視
点

V
を
使
用
し
が
ち
で
あ
る

が
、
そ

ζ
K
は
、
ま
た
、
別
の
障
害
が
生
じ
て
く
る
。
引
用
問
の
後
段
の
部
分

が
そ
の
-
例
で
、
と
と
は
、
代
助
の
愛
の
告
白
と
い
う
、
作
品
の
頂
点
を
形
成

す
る
部
分
だ
が
、
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
く
と
余
祐
が
あ
り
す
ぎ
て
、
代
助
の
切

迫
し
た
心
情
の
流
れ
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
う
傾
き
が
出
て
〈
る
。
作
中
に
は
、

ζ

の
部
分
以
外

K
、
説
明
が
か
ち
、
代
助
自
身
の
自
然
な
心
象
か
ら
叙
述
が
浮

き
あ
が
っ
て
〈
る
部
分
が
、
多
々
あ
る
。
と
〈
に
、
引
用
仰
の
類
が
膨
脹
し
た

文
明
批
評
の
部
分
が
そ
う
で
あ
り
、
「

p
h
も
す
る
と
、
小
説
の
中
へ
雑
録
が

{
位
6
)

ま
ぎ
れ
込
ん
だ
の
ぢ
や
左
い
か
と
思
は
札
る
]
と
い
う
正
宗
白
鳥
の
非
難
も
、

ζ

と
か
ら
生
じ
て
い
る
。

と
の
視
点
の
持
つ
も
う
一
つ
の
限
界
は
、
脇
役

j
l
『
そ
れ
か
ら
」
で
い
え

ば
三
千
代
あ
る
い
は
平
岡

l
!
の
内
.
函
に
は
い
り
込
む
道
が
開
か
れ
て
い
左
い

と
と
で
あ
る
。

(
第
三
期
〕
に
属
す
る
の
は
、
『
彼
岸
過
迄
』

の
、
後
期
三
部
作
と
も
称
さ
れ
る
作
品
群
で
あ
る
。

『
行
人
』

『
と
、
ふ
ろ
』

修
善
寺
の
大
患
に
よ
っ
て
中
断
を
よ
ぎ
な
〈
さ
れ
た
筆
を
ふ
た
た
び
と
り
あ

げ
て
『
彼
岸
過
迄
』
に
と
り
か
か
る

K
当
・
夕
、
散
石
が
特

K
付
し
た
緒
言
の
中

K
、
つ
ぎ
の
一
節
が
あ
る
。

川
刊
か
ね
て
か
ら
自
分
は
個
々
の
短
篇
を
重
ね
た
末

K
、
其
の
個
k

の
短
篇

が
相
合
し
て
一
長
篇
を
構
成
す
る
や
う

K
仕
組
ん
だ
ら
、
新
聞
小
説
と
し

て
存
外
面
白
〈
読
ま
れ
は
し
念
い
だ
ら
う
か
と
い
ふ
意
見
を
持
し
て
ゐ
た
。

が
、
づ
い
失
を
試
み
る
椴
会
も
左
〈
て
今
日
迄
過
ぎ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

も
し
自
分
の
手
際
が
許
す
左
ら
ば
此
の
「
彼
岸
過
迄
」
を
か
ね
て
の
思
は

く
通
h
J
K
作
-P
上
げ
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。
(
中
略
)

け
れ
ど
も
主
し
旨
〈
行
か
念
く
っ
て
も
、
離
れ
る
と
も
即
く
と
も
片
の
附

か
念
い
短
篇
が
続
〈
丈
の
事
だ
ら
う
と
は
予
想
出
来
る
。
自
分
は
夫
で
も

差
支
へ
も
仏
か
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。

(
『
彼
岸
過
迄
に
就
い
て
』
、
明
治
四
十
五
年
一
月
一
目
、
朝
日
新
聞
り

と
の
一
見
さ
h
J
げ
宏
い
文
面
の
官
訟
に
、
小
説
の
方
法

K
関
す
る
作
者
の
念
み

念
み
左
ら
ぬ
関
心
と
工
夫
が
潜
め
ら
れ
て
い
る
ζ

と
は
後
の
考
察
に
よ
っ
て
な

の
ず
か
ら
明
ら
か

K
念
る
通
り
だ
が
、
そ
の
工
夫
は
、
単

K
「
個
々
の
短
簡
を

重
ね
た
宋

K
」
「
一
長
篇
を
構
成
す
る
や
う
に
仕
組
」
む
と
い
う
構
成
法
に
限

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
念
い
。
全
体
と
し
て
、
第
三
期
は
、
人
間
内
面
の
解
明

と
い
う
企
図
に
促
さ
れ
て
、
小
説
に
関
す
る
種
々
の
方
法
化
が
試
み
ら
れ
た
時

期
で
あ
る
。
本
稿
で
討
究
し
て
い
る
視
点
構
造
の
発
展
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

三
作
品
の
中
で
は
、
時
期
的
に
中
間

K
位
す
る
『
行
人
』
を
一
応
の
柱
と
し
て
、

検
討
を
始
め
よ
う
。

第
三
期
の
視
点
の
特
徴
は
、
主
人
公
と
目
撃
者

(
H祝
点
の
保
有
者
)
と
え

明
確
K
分
離
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
h
J、
『
彼
岸
過
迄
』
の
主
人
公
須
永

に
対
し
て
は
敬
太
郎
を
、
『
行
人
」
の
一
郎
に
対
し
て
は
二
郎
を
、

-17ー

『
と
と
ろ
』



の
先
生

K
対
し
て
は
「
私
」
。
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
目
撃
者
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と
い

う
点
に
あ
る
。

八
⑤
目
撃
者
視
点

V
の
導
入
で
あ

b
、
と
の
操
作
に
よ
っ
て
、
第
二
期
の
視

点
の
限
界
を
乗

b
越
え
て
い
る
面
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
主
人
公
の
形
象
化
の
立
体
化
で
あ
る
。
『
行
人
』
の
主
人
公

一
郎

K
即
し
て
い
え
ば
、
彼
の
外
形
把
握
や
性
格
づ
け
が
、
二
郎
の
目

K
よ
っ

て
、
客
観
的

K
念
さ
れ
て
い
る
。

mw

「
一
体
そ
れ
は
大
阪
の
何
処
念
の
」
と
肢
が
聞
い
た
が
、
兄
は
全
〈
知

ら
左
か
っ
た
。
方
角
さ
へ
分
ら
念
い
と
答
へ
た
。
是
が
兄
の
特
色
で
あ
っ

た
。
彼
は
事
件
の
断
面
を
驚
く
許

b
鮮
か

K
覚
え
て
ゐ
る
代

b
k、
場
所

の
名
や
年
月
を
全
く
忘
れ
て
仕
舞
ふ
採
が
あ
っ
た
。
夫
で
彼
は
平
気
で
ゐ

た。
「
何
処
だ
か
解
ら
左
く
っ
ち
ゃ
詰
ら
な
い
わ
ね
」
と
捜
が
叉
云
っ
た
。

兄
と
捜
と
は
と
ん
左
所
で
よ
く
喰
ひ
違
っ
た
。
兄
の
椴
雄
の
悪
く
を
い
時

は
夫
で
も
済
む
が
、
少
し
の
兵
合
で
事
が
面
倒

K
な
る
例
で
も
稀
で
は
な

か
っ
た
Q

(

第
十
一
巻
・
七
一

t
七
二
ペ
ー
ジ
)

二
郎
は
状
況

K
応
じ
て
、
弟
と
し
て
、
一
郎
を
客
観
化
す
る
の
だ
か
ら
、
『
そ

れ
か
ら
』

K
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
な
宮
と
ち
左
さ
を
伴
わ
ず
、
自
然
な
形
で
、

主
人
公
を
十
分
に
対
象
化
で
き
て
い
る
。
外
形
把
握
の
確
か
さ
と
い
う
点
で
は
、

一
郎
の
相
手
役
で
あ
る
妻
・
直
の
場
合
も
、
ほ
ほ
同
様
で
あ
る
。
引
用
の
後
設

に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
単

K
個
々
の
人
物
像
の
み
念
ら
ず
、
一
郎
夫
妻
の
組

み
合
わ
せ
の
問
題
さ
え
、
二
郎
の
目
か
ら
、
客
観
化
で
き
る
の
で
あ
る
。

八
⑤

g
撃
者
視
点

V
の
設
定
に
よ
っ
て
、
主
人
公
の
外
形
把
握
や
そ
の
解
釈

が
、
状
況
の
中
で
、
自
然
性
を
保
っ
て
十
全

K
念
し
と
げ
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、

『
彼
岸
過
迄
』
に
か
い
て
も
、
ま
た
『
と
と
ろ
』

k
b
い
て
も
、
変
h
J
が
な
い
。

つ
ぎ
の
引
用
の
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。

其
時
須
永
は
少
し
も
目
叩
帯
同
し
た
様
子
を
見
ぜ
な
か
っ
た
。
寧
ろ
何
時
も

よ
h
y
沈
ん
だ
調
子
で
、
「
又
何
か
縁
談
が
起
-D掛
け
て
ゐ
る
や
う
だ
ね
。

今
度
は
旨
〈
'
謹
ま
れ
ば
可
い
が
」
と
答
へ
た
が
、
急

K
口
調
を
更
へ
て
、

「
左
に
君
は
知
ら
左
い
事
だ
が
、
今
迄
も
さ
う
一
文
ふ
話
は
何
度
も
あ
っ
た

ん
だ
よ
」
と
左
も
陳
腐
ら
し
さ
う
に
説
明
し
て
聞
か
ぜ
た
。

(
第
十
巻
・
一
七

0
ペ
ー
ジ
)

例
先
生
は
あ
さ
れ
た
と
一
去
っ
た
氏

K
、
私
の
頭
を
見
た
。
巻
畑
草
を
持
つ

て
ゐ
た
其
手
が
少
し
顕
へ
た
。

「
t
u
宏
た
は
大
胆
だ
」

「
た
い
ふ
真
面
目
念
ん
で
す
。
真
面
目
に
人
生
か
ら
教
訓
を
受
け
た
い
の

で
す
」「

私
の
過
去
を
発
い
て
も
で
す
か
」

莞
〈
と
い
ふ
言
葉
が
、
突
然
恐
ろ
し
い
響
を
以
て
、
私
の
耳
を
打
っ
た
。

私
は
今
私
の
前

K
必
一
ヲ
て
ゐ
る
の
が
、
一
人
の
罪
人
で
あ
っ
て
、
不
断

か
ら
尊
敬
し
て
ゐ
る
先
生
で
念
い
や
う
な
気
が
し
た
。
先
生
の
顔
は
蒼

か

っ

た

。

(

第

十

巻

・

六

七

ペ

ー

ジ

〉

一
方
、

ζ

う
し
た
外
側
か
ら
の
目
撃
者
の
目
で
は
、
当
然
、
主
人
公
の
内
面

に
は
入
-P込
み
難
く
な
る
。
そ
の
点
を
、
と
の
三
作
品
で
は
、
主
人
公
左
い
し

主
人
公

K
密
着
し
て
い
る
人
物
の
目
を
借
-D
て
、
措
摂
し
て
い
る
。
『
行
人
』

で
い
う
と
、
結
末
部
を
占
め
て
い
る
、
一
郎
の
親
友

-
H
さ
ん
の
手
紙
が
そ
れ

に
当
る
。
形
式
的
に
は
、

H
さ
ん
の
目
を
通
し
た
一
郎
把
握
だ
と
一
応
い
え
る

が
、
事
実
と
し
て
は
、

H
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
隙
間
念
〈
一
郎
に
即
し
て
い
る
。

一
方

K
が
い
て
、
一
郎
の
言
動
を
客
観
的

K
位
置
づ
け
る
日
さ
ん
は
、

-
沿
い
て
、
そ
れ
以
上
に
、
一
郎
の
代
弁
者
左
の
で
あ
る
。

と
(8) り

わ
け

-18ー
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的

八

一

郎

は

V
従
っ
て
自
分
以
外
に
物
を
置
き
他
を
作
っ
て
、
苦
し
む
必

要
が
念
〈
左
る
し
、
又
苦
し
め
ら
れ
る
掛
念
も
起
ら
念
い
の
だ
と
一
玄
ふ
の

で
す
。「

根
本
義
は
死
ん
で
も
生
き
て
も
同
じ
事
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
何
う
し

て
も
安
心
は
待
ら
れ
も
仏
い
。
す
べ
か
ら
く
現
代
を
超
越
す
べ
し
と
い
っ
た

才
人
は
兎
に
角
、
僕
は
是
非
共
生
死
を
超
越
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
思
企

兄
さ
ん
は
殆
ん
ど
歯
を
食
ひ
し
ぼ
る
勢
で
斯
う
言
明
し
ま
し
た
。

(
第
十
一
巻
・
三
一
九
ペ
ー
ジ
〉

と
と
で
、

H
さ
ん
は
全
〈
一
郎
の
代
弁
者
で
あ
っ
て
、
一
郎
の
主
張
を
主
張

し
、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
一
郎
の
セ
リ
フ
を
直
接

K
挿
入
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

ζ

う
い
う
構
造
を
持
っ
た
長
文
の
手
紙
を
設
定
す
る
と
と
に

よ
っ
て
、
一
郎
の
内
面
を
相
当
自
在
に
と
ら
え
て
い
る
ロ

『
彼
岸
過
迄
』
に
な
い
て
、
主
人
公
側
の
内
情
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
須

永
本
人
と
叔
父
の
松
本
と
の
話
で
あ
わ
J

、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
須
永
の
話
」
・
「
松

本
の
話
」
と
し
て
一
謂
を
構
成
し
て
い
る
。
『
と
h
ろ
』
に
か
い
て
は
、
長
話

と
い
う
形
を
避
け
た
『
行
人
』
の
手
紙
形
式
を
受
け
継
ぎ
念
が
ら
、
し
か
も
主

人
公
の
先
生
自
ら
の
解
明
(
「
先
生
の
遺
骨
一
H

」
〉
と
い
う
直
接
的
念
構
造
に
発

展
し
て
い
っ
て
い
る
。
と
れ
ら
は
、
八
の
主
人
公
即

H

私
H

の
視
点

V
の
一
変

種
と
見
る
と
と
も
で
き
ょ
う
。

と
も
あ
れ
、
第
三
期
k
b
い
て
は
、
と
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的

K
八
⑤
目
撃
者
祝
点

V
を
と
る
と
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、

ζ

れ
に
主
人
公
側
か

ら
の
視
点
を
噛
み
合
わ
ぜ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
を
外
と
内
と
の
一
向
面
か

ら
客
観
的
に
形
象
化
し
、
対
象
を
霊
日
的
・
立
体
泊
に
把
握
す
る
と
と
が
可
能

に
を
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
ζ

ろ
で
、
対
象
把
握
の
霊
沼
化
・
立
体
化
は
、
以
上
の
よ
う
念
、
祝
点
の

『
行
人
』
の
主
人
公
一
郎
は
、
ど
う
い
う
角
度
か
ら
掌
握

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
1
l
φ
全
体
と
し
て
、
目
翠
者

H
語
h
J
手
の
祝
点

か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
と
、
し
か
も
、
と
の
場
合
、
視
点
の
保
有
者
は
二

郎
と
H
さ
ん
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
両
者
の
一
郎
に
迫
る
角
度
は
、
明
瞭

K
異

な
っ
て
い
る
ζ

と
は
、
〈

b
返
す
ま
で
も
な
い
。

φ
一
郎
の
姿
は
、
ま
た
、
彼
を

と
h
y
ま
〈
周
囲
と
の
対
比
に
よ
っ
て
も
、
照
射
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
妻
の
シ

直
と
の
対
比
が
そ
の
一
例
で
あ
h
y
、
と
れ
に
は
、
引
用
的
の
よ
う
に
、
二
郎
の

目
か
ら
二
人
の
性
格
を
単
に
比
較
す
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
は
、

置
の
一
郎
批
判
の
セ
リ
フ
が
直
接

K
提
示
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
と
の
ほ
か
、

一
郎
の
扱
高
の
姿
は
、
家
族
の
一
人
一
人
あ
る
い
は
家
族
全
体
と
の
対
置
に
よ

っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
と
も
、
ま
た
、
現
代
文
明
の
広
が
・
9
の
中
で
泣
置
づ

け
ら
れ
る
と
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
③
他
と
の
対
比
に
よ
る
ば
か

b
で
な
〈
、

一
郎
自
身
の
自
己
弁
護
念
い
し
自
己
批
判
の
セ
リ
フ
の
持
入
に
よ
っ
て
も
、
一

郎
の
像
は
浮
き
形
り
に
さ
れ
る
。

φ
以
上
の
他
に
、
直

J

ぶ
に
は
一
回
と
係
わ
い
y

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
か
も
え
っ
て
一
郊
の
問
冠
に
光

が
あ
て
ら
れ
る
と
と
す
ら
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
半
に
出
て
〈
る
岡
田
夫
主
の

睦
ま
じ
き
ゃ
三
沢
と
混
入
。
妓
と
の
交
捗
ば
、
一
郎
夫
品
。
一
子
引
を
「
逆
に
強

{
註
7
}

謂
す
る
ラ
イ
ト
モ
テ
し
フ
]
と
な
っ
て

h
・2

0

『
行
人
」
の
一
回
阜
県
中
冗
う
か
が
わ
れ

Z
、
以
上
の
工
A
J

な
?
'
ぷ
把
お
の
立

層
帯
造
は
、
円
彼
岸
辺
迄
』
申
『
ζ
-
h
ろ
』
に
も
何
日
〈
色
近
し
て
、
主
人
公
合

の
み
念
ら
ず
作
品
世
界
そ
の
も
の
を
立
体
的
a

出
合
的
に
信
明
す
る
役
割
を
呆

た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
羽
の
視
点
結
迭
で
も
う
一
ヲ
見
落
ぜ
な
い
の
は
、

大
づ
か
み
な
構
造
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
念
い
。

分
に
も
，
法
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

端
的
K
一
言
っ
て
、

さ
ら

K
細
か
な
部

一-19ーー

可
制
の
同
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で
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引
用
の
文
末
部

K
も
明
ら
か
左
ょ
う

K
、
と
の
期
の
文
末
形
態
は
、
第
二
期

ま
で
の
そ
れ
と
違
っ
て
、
総
じ
て
過
去
の
助
動
詞
(
「
た
」
)
を
伴
っ
て
い
る
。

と
れ
は
、
叙
述
さ
れ
る
対
象
を
つ
き
放
し
客
観
化
す
る
機
能
を
持
つ
と
言
っ
て

よ
い
と
考
え
る
。

文
末
形
態

K
つ
い
て
、
今
は
と
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
と
と

K
す
る
が
、
小

説
構
造
の
上
で
さ
ら
に
在
日
す
べ
き
は
、
作
品
叙
述
の
場
そ
の
も
の
も
過
去
を

回
顧
す
る
時
点
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

『
彼
岸
過
迄
』
・
『
行
人
』
と
も
に
回
顧
の
時
点
に
立
っ
て
成
果
を
収
め
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

と
で
は
、
と
の
時
点
が
す
ぐ
れ
て
有
効

K
生
か
さ
れ
て

い
る
『
乙
L
ろ
』
を
例

K
と
ろ
う
。
現
在
の
時
制
に
立
っ
て
い
る
第
二
期
ま
で

の
作
品
で
は
、
主
人
公
が
自
ら
を
客
観
的
に
叙
述
す
る
と
と
は
根
本
的
に
無
理

で
あ
っ
た
し
、
逆
に
、
第
三
者
の
目
を
借
り
る
と
主
人
公
の
内
面

K
入
り
込
み

難
い
と
い
う
・
γ
ν

ン
マ
が
あ
っ
た
。
回
顧
の
場
に
立
っ
て
、
過
去
の
自
分
を
現

段
階
の
自
分
が
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
面
の
吐
露
も
、
ま
た
内

外
両
国
に
わ
た
る
ど
の
よ
う
な
っ
き
放
し
た
批
判
も
、
自
然
左
形
で
十
全

K
念

し
う
る
。
と
れ
を
な
し
と
げ
た
の
が
、
「
先
生
の
遺
書
」
で
あ
る
。

M
W
果
し
て
御
嬢
さ
ん
が
私
よ
-D
も
K
K
心
を
傾
む
け
て
ゐ
る
念
ら
ば
、
此
.

亦
U
Jは
口
へ
一
玄
ひ
出
す
価
値
の
な
い
も
の
と
私
は
決
心
し
て
ゐ
た
の
で
す
。

町
を
剖
刻
剖
叫
れ
る

d
刺
朝
川
剖
剖
叶
到
刈
叫
叶
削
列
叫
制
州
剥
引
引
叫
此

哀
し
い
〈
九
号
て
弘
、
向
ふ
が
内
心
他
の
人
に
愛
の
限
を
注
い
で
ゐ
る
左
ら

ば
、
私
は
ぞ
ん
な
京
と
一
所
に
な
る
の
は
厭
左
の
で
す
。
世
の
中
で
は
否
応
念

し
K
自
分
。
好
い
た
女
令
嫁

K
貰
っ
て
嬉
し
が
っ
て
ゐ
る
人
も
あ
h
J
ま
す
が
、

そ
れ
は
否
定
よ
り
凡
ホ
つ
程
世
間
ず
れ
の
し
た
男
か
、
さ
も
念
け
れ
ば
愛
の
心
理

キ
ι
i否
A
込
め
左
い
鈍
物
の
す
る
事
と
、
当
時
の
私
は
考
へ
て
ゐ
た
の
で
す
。

一
度
貰
っ
て
仕
舞
へ
ば
伺
う
か
斯
う
か
落
ち
付
〈
も
の
だ
位
の
哲
理
で
は
、
承

知
す
る
事
が
出
来
な
い
位
私
は
熱
し
て
ゐ
ま
し
た
。
つ
ま
h
J
私
は
極
め

て
高
尚
友
愛
の
理
論
家
だ
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
尤
も
迂
遠
な
愛
の
実
際

刻

刻

引

吋

叫

引

利

引

(

第

十

二

巻

・

一

八

八

ペ

ー

ジ

)

全
体
と
し
て
は
、
第
一
文

K
公
け
る
寸
決
心
」

K
関
す
る
叙
述
で
あ
h
y
、
先

生
の
青
春
期
の
心
情
の
提
示

K
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
心
情
の
解
明
は

晩
年
(
手
紙
の
執
筆
時
)
の
先
生
を
待
つ
て
は
じ
め
て
可
能

K
な
っ
て
い
る
。

傍
綿
一
切
を
は
じ
め
と
し
て
引
用
の
各
所
に
も
そ
の
と
と
が
看
取
で
き
る
が
、
と

く
に
全
体
を
し
め
〈
く
る
傍
椋
仰
の
部
分

K
よ
る
位
置
づ
け
は
、
先
生
の
晩
年

の
自
に
依
拠
し
て
い
る
と
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。
と
の
よ
う

K
し
て
、
「
先
生

の
遺
書
」

K
-砕
い
て
は
、
主
人
公
の
青
年
期
と
晩
年
と
の
こ
つ
の
目
を
配
合
す

る
と
と
に
よ
っ
て
、
「
人
間
の
心
」
を
精
妙

K
摘
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら

K
い
え
ば
、
と
の
「
先
生
の
遺
書
」
の
中
で
、
先
生
に
よ
っ
て
、
「
記

憶
し
て
下
さ
い
。
私
は
斯
ん
念
風
に
し
て
生
き
て
来
た
の
で
す
。
」
と
呼
び
か

け
ら
れ
る
の
が
、
目
撃
者
の
「
私
」
を
の
だ
が
、
と
の
「
私
」
の
叙
述
の
場
自

体
が
、
す
で
に
過
去
の
時
点
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

川
M

然
し
其
私
丈
に
は
此
直
感
が
後
K
4仏
っ
て
事
実
の
上

K
証
拠
立
て
ら
れ
ι

た
の
だ
か
ら
、
私
は
若
々
し
い
と
云
は
れ
て
も
、
馬
鹿
気
て
ゐ
る
と
笑
は

れ
て
も
、
そ
れ
を
見
越
し
た
自
分
の
直
覚
を
と
に
か
〈
頼
も
し
く
又
嬉
し

く
思
っ
て
ゐ
る
。
人
間
を
愛
し
得
る
人
、
愛
ぜ
ず
K
は
ゐ
ら
れ
念
い
人
、

そ
れ
で
ゐ
て
自
分
の
懐
に
入
ら
う
と
す
る
も
の
を
、
手
を
ひ
ろ
げ
て
抱
き

締
め
る
事
の
出
来
危
い
人
、
1
1
1
是
が
先
生
で
あ
っ
た
。

(
第
十
二
巻
・
一
五
ペ
ー
ジ
)

ヲ
ま
h
y
、
「
先
生
と
私
」
「
両
親
と
私
」

k
b
け
る
先
生
と
「
私
」
と
の
交

捗
過
程
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
軸
と
す
れ
ば
、
そ
と
で
は
、
時
に
そ
れ
以
前
ハ
大

過
去
)
を
大
巾

K
と・
9
込
み
(
「
先
生
と
遺
書
」
)
、
時

K
物
語
が
語
ら
れ
る

ー-20-



時
間
〈
現
在
)
を
と
り
込
ん
で
、
筆
が
進
め
ら
れ
て
い
〈
の
で
あ
る
。
と
う
し

た
叙
述
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
図
式
化
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
念
る
。

「先生と私J
「両親と私j

f一一./'-一一「

.-ー・1

現

芸トーリー

展開時

小
山
由
〉

「先生と遺書J
，.，----̂-ーーーー「

/木¥

「;k.1
1過 i
i去!
!以!
前 ;

丈ニシ

4二E過

※ l去

内
は
背
景
と
し
て

遡
及
さ
:h 
る
場
合

『
彼
岸
過
迄
』
『
行
人
』

K
共
通
す
る
、
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、
ま
た
、

時
間
の
上
か
ら
見
た
現
象
把
握
の
重
層
構
造
だ
と
い
え
よ
う
。
と
の
よ
う
に
、

第
三
期

K
た
い
て
は
、
幾
重
に
も
時
制
を
入
-nJ
相
阻
ま
ぜ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
人

聞
の
複
雑
念
心
情
を
多
角
的

K
解
剖
す
る
と
と
も
に
、
先
に
触
れ
た
文
末
部
の

機
能
と
相
侯
っ

γ
、
事
件
の
意
義
を
客
観
的

K
定
着
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ

る。
第
三
期
の
作
品
は
、
と
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
主
う
左
〈
⑤
目
撃
者
視
点

V

K
立
つ
特
性
を
共
有
し
左
が
ら
、
ま
た
一
方
で
、
三
作
品
の
聞
に
訟
の
ず
か
ら

左
る
発
展
差
も
見
せ
て
い
る
。

ま
ず
、
作
中

k
b
け
る
目
撃
者
の
役
割
の
性
格
を
吟
味
し
て
み
エ
う
。

岸
過
迄
』
の
敬
太
郎
は
、
作
中
の
「
結
末
」
に
な
い
て
、

「
け
れ
ど
も
彼
は
遂 彼

に
其
中
に
這
入
っ
て
、
何
事
も
演
じ
得
な
い
門
外
漢
に
似
て
ゐ
た
。
彼
の
役
割

は
絶
え
ず
受
話
器
を
耳
に
し
て
『
世
間
』
を
聴
〈
一
種
の
探
訪

K
過
ぎ
念
か
っ

た
。
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
通
h
J
、
主
人
公
須
永
の
友
人
と
い
う
形
式
的

念
資
格
で
、
作
品
世
界
を
「
探
訪
」
す
る
受
話
器
な
い
し
カ
メ
ラ
・
プ
イ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る

K
す
ぎ
念
い
の
で
あ
る
。
と
れ
に
対
し
て
、
『
行
人
』
の

二
郎
は
、
主
人
公
一
郎
の
弟
と
い
う
役
柄
を
越
え
て
一
郎
と
置
と
の
関
係

K
巻

き
込
ま
れ
、
主
題
の
展
開
に
一
役
買
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
念
台
、
資
質

【

H

目。。
v-

的
K
は
主
人
公
の
世
界
に
対
し
て
「
精
神
的
異
邦
人
]
応
と
ど
之
っ
て
い
る
c

『
と
よ
』
の
翠
は
、
前
二
者
と
違
っ
て
先
生
の
「
精
神
的
親
島
9

で
あ
り
、

と
の
精
神
的
紐
帯

K
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
世
代
を
越
え
た
普
遍
性
を
持
つ
先
生

の
告
白
が
成
立
す
る
基
盤
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
目
撃
者
の
持
つ
性
格
の
差
は
、
章
立
の
形
態
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
。
先
陀
ふ
れ
た
よ
う
に
、

ζ

の
期
で
は
、
短
篇
の
集
合
に
よ
る
長
篇
の
構

成
が
企
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
彼
岸
過
迄
』
に
な
い
て
は
、
各
短
篇

の
独
立
性
が
強
〈
、
特

K
、
『
須
永
ゆ
話
』
以
後
と
そ
れ
以
前
の
章
と
の
性
格

(
L
註
M
M
)

が
介
裂
し
て
、
「
庇
の
あ
る
も
。
」
陀
念
っ
て
い
る
。
と
れ
は
、
と
h
J
も
な
な

一註

E
M
t

ー

さ
ず
、
「
浪
漫
的
探
偵
趣
除
」

K
遊
ぶ
目
撃
者
敬
太
郎
と
「
重
苦
し
い
人
生
の

寄
H
L
K
直
面
す
る
主
人
公
須
永
と
の
間
の
断
層
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
作
『
行
人
』
で
は
、
は
じ
め
の
「
友
達
」
の
章
に
幾
分
か
独
立
性
が
揺
曳
し

て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
各
篤
の
間
の
関
係
が
緊
密
に
念
夕
、
『
と
L
ろ』

K

至
っ
て
そ
の
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
す
左
わ
ち
、
「
『
先
生
と
私
』
は
『
先
生

と
遺
書
』
の
伏
椋
と
し
て
、
『
両
親
と
私
』
は
『
先
生
と
私
』
と
「
先
生
と
遺

書
』
と
の
対
応
と
し
て
、
一
言
は
ば
『
先
生

'c
遺
害
』
の
為
応
存
在
す
が
口
と
言

わ
れ
る
遇
h
d
、
各
出
婦
は
密
接
K
結
合
し
て
、
「
最
も
構
成
上
成
功
し
た
作
即
日

と
在
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
結
合
の
要
と
念
る
の
は
、
他
念
ら
ぬ
目
撃
者
と

- 21ー



と
し
て
の
「
私
」
な
の
で
あ
る
。

作
品
構
成
と
目
撃
者
と
の
関
係
、
念
ら
び
に
そ
の
関
係
の
緊
密
化
は
、
作
品

の
中
核
を
な
す
告
白
が
ど
の
よ
う
念
手
続
き
で
表
明
さ
れ
る
か
に
も
、
端
的

K

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
彼
岸
過
迄
』
に
た
い
て
、
主
人
公
側
の
内
情
を
明
ら
か

に
す
る
の
は
、
目
撃
者
敬
太
郎

K
向
っ
て
左
さ
れ
る
「
須
永
の
話
」
と
「
松
本

の
話
」
4

悼
の
だ
が
、
い
わ
ば
作
品
世
界
の
傍
観
的
探
訪
者

K
す
ぎ
念
い
敬
太
郎

K
、
複
雑
念
事
情
を
長
い
話
で
解
明
す
る
形
は
、
不
自
然
さ
を
免
れ
念
い
。
そ

の
点
、
『
行
人
』
で
は
、
二
郎
と
い
う
外
面
か
ら
の
目
撃
者
に
対
し
て
、

H
さ

ん
と
い
う
主
人
公
の
親
友
を
別
に
設
定
し
、

H
さ
ん
か
ら
二
郎

K
出
さ
れ
た
書

簡
の
中
で
一
郎
の
内
.
面
を
明
ら
か

K
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
、
形
の
上
で

の
自
然
さ
を
一
応
保
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
、
『
行
人
』

K
あ
っ
て
は
、

一
郎
の
内
面
を
H
さ
ん
と
い
う
別
人
が
告
げ
る
と
い
う
点
で
、
間
接
性
を
脱
し

き
れ
左
い
で
い
る
が
、
『
ζ
ζ

ろ
」
で
は
、
主
人
公
の
先
生
自
ら
の
解
明
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
解
明
者
か
ら
目
撃
者
へ
の
害
簡
と
い
う
形
は

そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
左
が
ら
、
一
段
と
直
接
的
で
、
自
然
左
構
成
に
発
展
し
て

い
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
「
私
」
を
媒
介
比
し
た
「
先
生
の
遺
書
」
の
成
立

K
は
、
「
構
成
上
の
技
巧
を
越
え
た
昂
h
y
弓

1え
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
の
リ
ア
リ

テ
ィ
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
左
発
展
差
を
路
ま
え
な
が
ら
、
念
会
全
体
を
総
合
し
て
、
第
三
期

の
祝
点
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
効
果
を
箇
条
書
き
的

K
あ
げ
る
と
、
会
よ
そ
、
つ

ぎ
の
よ
う

K
念
ろ
ラ
。

φ
主
人
公
を
外
側
か
ら
対
象
化
す
る
目
撃
者
視
点
と
、
こ
れ
を
内
側
か
ら
解

剖
す
る
告
白
形
式
・
害
筒
形
式
と
を
組
み
合
わ
ぜ
る
と
い
う
祝
点
の
方
法
化

K

よ
っ
て
、
主
人
公
の
像
が
、
相
当
客
観
的

K
造
形
さ
れ
て
い
る
。

φ
自
撃
者
祝

点
の
効
果
と
し
て
、
主
人
公
が
自
ら
を
語
る
の
で
も
左
〈
、
作
者
が
直
接
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
割
h
y
込
む
の
で
も
念
〈
、
関
係
を
持
つ
目
撃
者
が
、
状
況

K
応
じ

て
主
人
公
を
位
置
づ
け
る
こ
の
方
法
に
は
、
自
然
ら
し
さ
が
あ
っ
て
、
作
品
の

リ
ア
リ
テ
ィ
を
増
し
て
い
る
。
③
と
の
期
の
作
品

k
h
u
け
る
主
人
公
の
世
界
は
、

異
常
左
ま
で
に
深
刻
左
我
執
の
深
淵
に
臨
ん
で
い
て
、
一
般
読
者
に
は
な
じ
み

難
い
。

ζ

れ
に
ひ
き
か
え
、
目
撃
者
は
、
一
方
で
主
人
公
の
世
界
を
比
較
的
素

直
に
受
け
入
れ
る
感
受
性
を
持
ち
念
が
ら
、
ま
た
他
方
で
、
平
俗
念
一
般
読
者

K
近
い
性
向
と
考
え
方
と
を
持
っ
て
い
て
、
い
わ
ば
読
者
の
代
表
と
し
て
作
品

世
界
に
参
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
作
品
の
中
核
部
(
た
と
え
ば
、
主
人
公

の
心
象
風
景
、
過
去
の
秘
密
)
を
目
撃
者
の
目
な
い
し
洞
察
か
ら
隠
す
ζ

と
に

よ
っ
て
、
読
者
に
推
理
小
説
的
な
興
味
を
喚
起
す
る
と
と
に
も
念
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
目
撃
者
は
、
作
品
の
中
核
を
念
ナ
世
界
に
対
し
て
、
イ
ン
ト
ロ
グ

ク
γ
ォ

Y

の
役
割
を
強
〈
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

A
V
視
点
を
さ
ら
に
つ
ぶ

さ
に
検
討
す
る
と
、
空
間
的

K
も
、
ま
た
時
間
的

K
も
、
作
品
世
界
の
意
味
づ

け
を
多
角
化
し
、
立
体
化
し
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
、

第
一
期
の
作
品
に
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
な
絶
対
的
・
一
元
的
左
真
実
で
念
〈
、

相
対
的
・
社
会
的
左
真
実
性
の
追
求
を
可
能

K
し
て
い
る
。
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四

散
石
文
学
の
行
程

k
b
い
て
『
彼
岸
過
迄
』
が
一
転
慌
を
画
す
る
作
品
で
あ

h
J
、
と
れ
以
降
の
作
品
群
が
散
石
文
学
の
最
高
峰
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
評
家
の
見
解
の
一
致
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
と
の
事
実
は
、
い
ま
見

て
き
た
よ
う
な
祝
点
構
造
に
よ
る
成
果
h

に
も
深
〈
係
わ
っ
て
〈
る
、
と
考
え
ら

れ
る
o

前
期
三
部
作
が
「
主
題
の
設
・
J

古
~
』
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

K
対
し

「

E
7
J

て
、
『
彼
岸
過
迄
』
を
皮
切

b
と
す
る
後
期
三
部
作
で
は
「
主
題
の
分
栴
H
ポ
企



因
さ
れ
て
い
る
。
散
石
の
自
己
分
析
あ
る
い
は
知
識
人
の
生
態
の
解
剖
と
言
い

P
L
8
J
 

か
え
る
と
と
も
で
き
る
が
、
と
の
企
図
は
、
「
視
る
者
と
視
ら
れ
る
者

H
tを

分
乏
し
、
時
・
空
と
も
に
多
角
的
分
析
的
念
日
を
入
り
組
ま
せ
る
視
点
の
工
夫

を
招
き
、
そ
れ

K
工
っ
て
飛
躍
的
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
と
の
よ
う

宏
、
諸
人
物
の
分
立
・
拾
抗
の
様
相
を
多
角
的
忙
把
握
で
き
る
視
点
の
開
拓
は
、

f
門註
M
U〕

「
す
べ
て
を
公
平

K
眺
め
得
る
だ
け
の
境
地
」
内
の
到
達
と
い
う
作
者
の
精
神

状
況
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

K
、
素
朴
自
然
な
視
点
の
運
用

を
見
せ
て
い
た
前
期
三
部
作
に
比
し
て
後
期
三
部
作
の
視
点
が
き
わ
め
て
方
法

化
さ
れ
深
化
さ
れ
て
い
る
事
情
、
ま
た
、
後
期
三
部
作
の
中
に
あ
っ
て
も
、
三

作
品
の
間

K
視
点
構
造
の
成
熟
が
あ
り
、
そ
の
成
熟
の
度
合
と
主
題
追
求
の
高
ま

り
と
が
平
行
し
て
い
も
事
情
を
ふ
h
J
か
え
る
と
き
、
作
者
k
b
け
る
「
写
実
主
義
作

家
と
し
て
の
円
将
司
は
、
視
点
構
造
の
成
熟
と
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
る
と

と
が
明
瞭
に
な
ろ
う
。

第
三
期
の
視
点

K
は
、
以
上
の
よ
う
友
達
成
が
認
め
ら
れ
る
反
面
、
不
十
分

な
面
が
残
っ
て
い
る
と
と
も
否
定
で
き
念
い
。
第
一
に
は
、
依
然
と
し
て
、
主

人
公
の
相
手
役
の
内
面
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
『
ζ

h

ろ』

k

b
い
て
先
生

と
突
さ
ん
の
聞
に
内
面
的
友
女
流
が
・
欠
如
し
て
い
る
事
実
は
し
ば
し
ば
問
題

K

左
る
と
と
る
で
あ
る
し
、
『
行
人
』

K
つ
い
て
、
宮
本
百
合
子
は
「
作
者
と
し

て
一
郎
の
と
の
不
滑
に
万
腔
の
支
持
を
与
へ
て
ゐ
る
散
石
は
一

mvっ
て
直
の
涙

の
奥
底
を
ど
と
ま
で
凝
っ
と
見
守
っ
て
や
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う

o
d
♂
作
者
を
批

判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
突
の
と
と
ろ
、
相
手
役
の
内
面
を
把
握
す

る
自
が
設
定
さ
れ
て
い
左
い
と
い
う
視
点
の
構
造

K
も
深
〈
関
わ
っ
て
い
る
。

も
と
よ

P
知
識
人
の
孤
独
地
獄
(
『
行
人
』
に
か
い
て
は
、
と
れ
に
加
え
て
女

性
の
謎
)
を
テ

1
マ
と
す
る
こ
れ
ら
の
作
品
に
あ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
、

と

う

い
う
視
点
構
造
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
面
も
見
落
ぜ
左
い
の
だ
が
、
今
、
批
判

の
方
向

K
副
う
と
す
れ
ば
、
『
行
人
』
に
な
け
る
H
さ
ん
の
臣
、
あ
る
い
は
『

ζ

h

ろ』

k

b
け
る
先
生
自
身
の
自
己
分
析
の
目
と
同
様
の
祝
点
を
、
直
や
奥

さ
ん
の
側
に
も
配
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
念
る
口

第
二
は
時
制
の
問
題
で
あ
る
。
と
の
期
の
視
点
は
、
す
べ
て
回
顧
の
時
点
に

立
っ
て
い
た
。
過
去
を
対
象
と
し
た
ス
タ
テ
ィ
ァ
ク
を
解
剖
で
あ
h
J
、
人
物
の

行
為
の
摘
出
そ
の
も
の
よ
h
J
も
、
行
為
の
理
由
づ
け
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
乙
か
ら
、
と
の
期
の
作
品
は
、
「
主
題
の
分
析
」
に
は
適
合
し
て
い
る
と
い

え
る
反
面
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ィ
ク

γ
g
y
」
が
持
つ
べ
き
能
動
的
創
造
性
が
欠

如
し
て
い
て
、
作
中
世
界
が
躍
動
し
て
来
な
い
憾
み
が
あ
る
。
「
破
っ
て
出
る

官
包
)

と
い
う
積
極
的
念
発
展
性
を
見
失
っ
た
心
境
」
と
批
判
さ
れ
る
宿
命
論
的
念
認
識

構
造
も
、
と
う
し
た
視
点
の
性
格
と
関
係
し
て
〈
る
で
あ
ろ
う
。

第
三

K
、
と
の
期
に
な
い
て
は
、
方
法
化
が
先
鋭
す
ぎ
て
'
欠
陥
を
招
い
て
い

る
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
彼
岸
過
迄
』
・
『
行
人
』
に
?
な
け
る
外
面
把
握

の
場
合
と
内
面
把
握
の
場
合
と

2
5
2は

、

小

宮

惣

江

広

務

ひ

と
し
〈
指
摘
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
第
三
期
の
視
点
の
'
欠
陥
は
、
し
か
し
、
〔
第
四
期
〕
の
二
作

品
『
道
草
』
・
『
明
暗
』

K
沿
い
て
次
第

K
克
服
さ
れ
て
い
〈
と
見
る
と
と
が

で
き
る
。
す
左
わ
ち
、
『
明
暗
』
の
視
点
に
至
っ
て
は

7
1
1
φ
相
手
役
の
内

面
に
直
接
に
立
ち
入
る
と
と
が
可
能

K
左
っ
た
ば
か
h
J
か、

φ
視
点
の
自
在
宏

転
換
に
よ
っ
て
社
会
的
宏
人
間
関
係

K
-
P
け
る
相
対
的
か
っ
動
的
左
展
開
相
そ

の
も
の
が
作
品
化
さ
れ
う
る
よ
う
に
在
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

φ
そ
と
で
は
、

方
法
化
が
先
走
り
せ
ず
、
自
然
で
あ
っ
て
、
破
綻
が
左
い
。

一
方
、
と
と
で
立
ち
止
ま
っ
て
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
に
わ
た
る
視
点
構
造
の



変
遷
を
跡
づ
け
る
と
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
、
視
点
の
社
会
化
・
客
観
化
の
過

程

K
霊
友
っ
て
く
る
。
と
の
方
向
は
『
明
暗
』

K
い
た
っ
て
一
段
と
徹
底
し
、

成
熟
し
て
い
〈
の
で
あ
り
、
実
は
、
と
の
過
程

K
私
小
説
克
服
の
一
つ
の
契
機

が
見
出
せ
る
よ
う

K
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、

ζ

の
問
題
を
含
め
て
、
第
四
期

の
視
点
K
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
、
つ
ぎ
の
椴
会
に
誤
る
と
と

K
し
た
い
。

(註
1
)

「
散
石
文
学
に
な
け
る
表
現
方
法

l
l
『
明
暗
』
の
相
対
把
握
に
つ
い
て
」

ハ
「
日
本
文
学
」
一
九
六
五
・
五
)

(

m

H

U
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戸
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時

n

『

H
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円

四

円
四
四
四
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ロ
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H

目
。
ロ

(

a

〉
円
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】
『

O
白

円

y
n
凹
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同
町
四

Z
0
4
目
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N
ω
H
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る
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同
M

冨
F
k
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F
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-
u
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H
ω
印
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M
M
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参
照
。

(註
5
)
同
右
、
司
可
-

H

H

∞匂

i

H

H

J

3

参
照
。

(註
6
)

『
作
家
論
』
(
一
九
五
回
・
一
二
、
角
川
文
庫
版

)
p
・
一
八
九

〈註
7
)
江
藤
淳
『
夏
目
散
石
』
(
一
九
六

0
・
二
、
詩
談
社
版
〉

p
・
二
ニ
三

(註
8
)

・
(
註
9
)
同
右
、

p
・
一
五
一
一

(
註
叩
)
小
宮
畳
陸
、
『
政
石
全
集
・
第
十
巻
』
の
解
説
、

(
註
日
)
正
宗
白
鳥
、
前
掲
『
作
家
論
』

p
・
一
九
三

(
註
ロ
)
荒
正
人
「
夏
目
散
石
』
〈
一
九
五
七
・
二
一
、

長
・
二
八

五
月

4

官
官
房
刊
)

p
v
一
四
七

〈
註
臼
)
小
宮
豊
隆
、
『
散
石
全
集
・
第
十
二
巻
』
の
解
説
、

p
・
二
三
七

(註

H
)
江
藤
淳
、
前
掲
書
、

p
・
一
五
二

〈
註
日
)
同
右
、

p
-
一
五
三

(
註
日
〉
・
〈
註
口
)
克
正
人
、
前
掲
害
、

p
・
一
五

O

(
註
臼
)
小
宮
受
隆
、
『
滋
石
全
集
・
第
十
巻
』
の
解
説
、

p
・
二
八
九

(
註
叩
)
・
(
註
却
)
片
岡
良
一
『
夏
目
散
石
の
作
品
』

p
・
一
七
四

(
註
氾
)
「
散
石
の
『
行
人
』
に
つ
い
て
」
(
一
九
一
五
五
・
宜
、
創
芸
社
刊

『
夏
目
散
石
全
集
・
第
二
一
巻
』
〉

p
・
一
三
五

(
註
幻
)
片
岡
良
て
前
掲
害
、

P
-
二
O
九

(
註
お
)
『
散
石
全
集
・
第
十
巻
』
の
解
説
、

p
・
二
八
一

(
註
国
)
前
掲
害
、

p
-
一
O
二
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八
一
九
六
六
・
三
、
完
稿
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